










研究目的 

 未熟児の栄養及び輸液は,かっては飢餓期間を長くおき,最小限の輸液にとどめていたが,

最近では積極的な早期授乳,比較的多量の輸液を行ない,早期に必要カロリーを摂取させ,

体重減少を最小限におさえる方法がとられてきている。そこで,今回はわれわれが最近行な

っている初期維持輸液及び栄養方法について,症例を中心に検討したので報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


